
５１



５２





５３





５４



５月下旬

田植え

１０月中旬

精米

９月下旬

稲刈り

５月上旬

土づくり

１０月中旬

脱穀



R2食育取組事例シート

施設名 美園にじのこ保育園 電話 048-799-3535 

住所 埼玉県さいたま市下野田450 

事例 

５５ 
タイトル 自分米作り 

目指す姿 

（大きな目標） 
お米を苗から育て、お米の育てる難しさや大変さを知る。 

当日のねらい 

（小さな目標） 

・出来上がったお米をおにぎりにして食べる。 

・食べる際にお米作りで大変だったことなどを話し合う。 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 令和２年 

場所 4.5 才児 そら・にじ保育室 

資料・教材 ・ペットボトル・種もみ・土・牛乳パック 

実施内容 

・種もみ  ・すり鉢 

・水やり  ・野球ボール 

・稲刈り 

・精米 

結
果
・
参
加
者
の
反
応
や
様
子

・衛生・安全を保った環境で実施した。 

・種から作る事が初めての試みであったが、種を購入した農家の方が土を提供してくれたり育て方の

相談にのってくれた事で、わからない事の解決につながった。 

・種から育て、自分で水やりをし稲を育てていく過程で、どんどん成長していく稲、枯れていく稲、なか

なか大きく育たない稲、沢山の稲の中から少ししか収穫できないお米など様々な経験を得てお米を

育てていく大変さや大事さを感じる事が出来た。 

評
価
・
今
後
の
課
題

例年は田んぼで田植え体験を実施していたが、

今年度はコロナウイルスの影響もあり、戸外で

の体験は自粛し、園で体験が出来る方法を考え

実施した。実際、大きな田んぼでする体験とは

違い身近にお米作りの大変さを知る事が出来

た。病気や鳥よけ等気を付けてきたが、まだま

だ知識は浅く学んでいく必要がある。 

備

考



種もみを入れて成長

を待ちます。 

成長した種もみを土に移します。 

更に成長した稲をペットボ

トルに移していよいよ 

じぶん米に一歩前進！ 

鳥や害虫や病気に気を付けながら毎日たっぷりの

お水を入れました。 

脱穀して種もみをして 

じぶん米を収穫しました

じぶん米作り



R2食育取組事例シート

施設名 くまの子倶楽部三室保育園本館 電話 048-875-6067 

住所 さいたま市緑区三室496-1 

事例 

５６ 
タイトル 野菜の旬を知ろう 

目指す姿 

（大きな目標） 
秋の季節においしい野菜を知る。 

当日のねらい 

（小さな目標） 
キノコほぐしを通して、今が一番キノコのおいしい季節であることを知る。 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（事務員(食育担当)） 

日時 令和２年 11 月 18 日(水曜日) 

場所 保  育  室 

資料・教材 
・キノコ(シメジ、シイタケ、エリンギ、エノキ、マイタケ)、野菜（カボチャ、じゃがいも、キャベ

ツ、玉ねぎ） 

実施内容 

1. 野菜には、たくさんの種類があることを知る。 

2. 野菜のそれぞれの特徴を考える。 

3. 同じ特徴からキノコにはたくさんの種類があり、今が一番美味しい季節であることを

知る。 

4. キノコほぐしをする。 

結
果
・
参
加
者
の
反
応
や
様
子

〇興味をもって、キノコの特徴を進んで探していた。 

〇保育園の畑で育てた玉ねぎやじゃがいもの収穫経験や今日のキノコの話で、野菜にはそれぞれ

採れる時期(旬)があることに気づいた園児が多くいた。 

〇今日のおやつ(キノコのショートパスタ)に使うキノコ（シイタケ、エノキ、シメジ）を、楽しみながらほぐ

す姿がたくさん見られた。 

〇キノコの匂いに敏感に反応にする園児がいた。 

評
価
・
今
後
の
課
題

保育園でとれた玉ねぎやじゃがいもなどの野

菜と比較してお話を進めたり、実物のキノコを見

せたりしたことで、園児に興味関心を持たせるこ

とができ、食育の目標が達成できた。 

 来年は、玉ねぎやジャガイモなどと同様に保

育園でキノコ栽培をして、実際に収穫したキノコ

を使ってキノコの旬を実感させたい。 

 実物の野菜で説明することに加えて、クイズ形

式の問いを発して園児参加型のより面白い食育

をしたい。 

備

考



R2食育取組事例シート



５７





R2食育取組事例シート

施設名 社会福祉法人大地会 保育園大きなぞうさん 電話 0487539883 

住所 さいたま市緑区美園６－７－１８ 

事例 

５８ 
タイトル グリンピースのさやむき

目指す姿 

（大きな目標） 

「子どもたち＝食べる人」ではなく、給食の下ごしらえや当番活動を行うようになった

ことで、食材の持つ命、栽培や調理の手間を知り、物や人に対する感謝の気持ちを持て

る子。。給食室の先生に「ごちそうさまでした」「ありがとう」のことばが自然と出るよ

うになる子。

当日のねらい 

（小さな目標） 

・野菜の観察（名前・色・形・香・構造）

・さやから豆を取り出すことで、調理前の下ごしらえを知る。

・皆で作業する楽しさを学ぶ

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 令和２年 5月 7日 

場所 3歳児（くま組）4歳児（きりん組）教室
資料・教材 さや付きグリンピース（生）、フェルトでできたグリンピース

実施内容 

教室の机に新聞紙を敷き、その上で給食室から持ってきたさや付きグリンピースを広げ

る。子どもたちにさやから豆を取り出してもらい、ボールに豆を入れてもらう。豆を取

り出した残りのさやは、別のボールにまとめて入れてもらう。

結
果
・
参
加
者
の
反
応
や
様
子

くま組より：初めは何をすれば良いのか分からず、見ているだけだったが保育士や調理室の先生方

に手伝ってもらいながらさやむきをすると、段々と楽しくなってきたようで、「次は～？」等、自

分から積極的に取り組むことが出来た。

きりん組より：ＧＷ前からとても楽しみにしていました。グリンピースの花の色や、細くてどんど

ん太くなって育っていく様子も見比べることができ、子どもにも分かりやすかったです。固いさや

も半分に折れば取りやすい事をお友達に伝えたり、大きい豆、小さい豆を見つけたり、１つのさや

に何個入っているか数えたり楽しんでいました。私自身もすごく楽しかったです。ありがとうござ

いました。給食室より：くま組の子どもは、全部ひとりでさやむきを出来る子もいれば、全くでき

ない子もいた。できない子には、少しだけさやに隙間を作ってあげると自分でむくことが出来、中

の豆を取り出すことが出来た。そうすることで、割れ目を入れて豆を取り出す子、はじからむいて

豆を取り出す子がでてきた。きりん組の子どもは、サポートすることなく出来ていた。数を数えた

り、大きさをみて喜んだりと楽しんでいた。

先生方が率先して、一緒に楽しそうに取り組んでくれたので、全体的に楽しく行うことが出来た。

評
価
・
今
後
の
課
題

枝豆がどのようにできるのかを知ることが出来

「食べたい！」という気持ちにつながる良い経

験になったと思う。

「自分たちが作業した」ということが嬉しかっ

たようでよく食べていた。苦手な子も食べてみ

ようと思うきっかけになったと思う。

今回、思うように作業が出来なかった園児には、

次回は別の角度から声掛けをしていきたい。

備

考




